
FRANTIÈREオフィシャル教材                     

 

Elémentaire Leçon13-2 （初級 13-2） 

Nous aurons fini nos courses. （買い物は終わっているでしょう 13-

2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L'objectif de cette leçon （このレッスンの目的） 

・【非人称主語 il（天気や時刻など）】について学習します。 

・単語学習では、【時間の表現】について学習します。 
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Partie 1 ～ La conversation（会話） ～ 

※Révisions de la partie 1 de l’élémentaire 13(初級 13、会話の復習) 

 

 

 

 

 

Carole： 
★1 Après nos courses, prenons un thé dans un café dans la rue  

 
 Lecanuet. 

Suzanne： 
★2 D’accord. À trois heures, nous aurons fini nos achats. 

Carole： 
★3 Alors, je partirai de chez moi à trois heures moins le quart. 

Suzanne： 
★4 Appelez-moi quand vous serez arrivées. 

Carole： 
★5 Oui. Il fait froid aujourd'hui. Il vaut mieux prendre une veste. 

 

 

Carole： 買い物の後で、Lecanuet通りのカフェでお茶しましょう。 

Suzanne： そうしよう。3時には、買い物も終わっているでしょう。 

Carole： そしたら、3時 15分前に家を出るわね。 

Suzanne： 着いたら連絡してね。 

Carole： ええ。今日は寒いわ。上着を持って出たほうがいいわよ。 

 

 

 

 

 

 

 

講師が「★1（lisez étoile un）」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。その後、

講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 

（先に講師が読む場合があります。その場合は、講師の発音をしっかり聞き、リピートしましょう。） 
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Partie2 ～ Grammaire（文法） ～ 

【非人称主語 il】【時間の表現】について学習します。 

文法に関する説明は、事前に読んで学習し理解しておきましょう。 

 

 

 

 

非人称主語 ilが使われる構文 pronoms impersonnels 

il は男性を主語とした「彼」の意味や、男性単数名詞を受けて「それ」を表す代名詞ですが、非人称主語として

特に意味を持たない使われ方（英語の itに相当）をします。よく使われる表現が多くありますのでここで学習し

ましょう。 

天気を表す表現 

faire＋形容詞を伴い、（気候は）～です。となります。 

①  Il ＋ fait ＋ 形容詞 

※faitは faireの現在形活用形です。時制に合わせて活用します。 

※形容詞は ilを受けて男性単数形です。 

≪よく使われる形容詞≫ 

★6beau（いい）、★7mauvais（悪い）、★8chaud（暑い）、★9doux（暖かい）、★10frais 

（涼しい）、 

★11froid（寒い）、★12soleil（日が照っている）、★13ensoleillé（快晴）、★14nuageux（曇り）、 

★15clair（明るい）、★16sombre（暗い）、★17～degrés（～度である） 

★18例：Quel temps fait-il aujourd’hui?（今日はどんな天気ですか？） 

★19例：Il fait chaud aujourd’hui à Paris.（今日、パリは暑いです。） 

★20例：Il a fait froid hier.（昨日は寒かった。） 

★21例：Il fera beau dimanche.（日曜日は晴れるでしょう） 

★22例：Il fera vingt degrés demain.（明日は 20度になるでしょう。） 

★23例：Il fait pas beau.（天気良くないね。）※口語では neが省略されることが多くあります。 

 

天気を表す動詞を用いて、（天気は）～です。となります。 

②  Il ＋動詞 

※動詞の活用は三人称単数形です。 

 

≪よく使われる動詞≫ 

原形 意味 現在形 

présent 

複合過去 

passé composé 

半過去 

imparfait 

大過去 

plus-que-parfait 

単純未来 

futur simple 

前未来 

futur antérieur 

★24pleuvoir 雨が降

る 

il pleut il a plu il pleuvait il avait plu il pleuvra il aura plu 

★25neiger 雪が降

る 

il neige il a neigé il neigeait il avait neigé il neigera il aura neigé 

講師が「★6 (étoile, six ,lisez)」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。 

その後、講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 
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★26例：Il pleut.（雨が降っています。） 

★27例：Il a beaucoup plu hier à Paris.（昨日、パリはたくさん雨が降りました。） 

★28例：Neigera-t-il demain?（明日は雪になるかな？） 

★29例：Il neigeait ce jour-là.（その日雪が降っていました。） 

◆【il＋aller＋動詞～】で「（今にも）～しようとしている」の意味になり、よく使われます。 

★30例：Il va pleuvoir.（雨が降りそうね。） 

★31例：Il allait pleuvoir.（雨が降りそうだった。） 

Il y a構文を用いて、天気を表すことがあります。 

③  Il y a＋ 名詞 

★32例：Il y a du soleil à Tokyo.（東京では太陽が出ています。） 

★33例：Il y a du brouillard.（霧が出ています。） 

★34例：Il y aura de la neige demain.（明日は雪になるでしょう。） 

時刻を表す表現 

時刻は非人称主語 ilを用いて表します。 

 Il ＋ est ＋ … heure(s) 

※estは êtreの現在形活用形です。時制に合わせて活用します。 

色々な時刻の表し方は、【単語学習】で覚えましょう。 

★35例：Quelle heure est-il?（今何時ですか？） 

★36例：Il est une heure.（1時です。） 

★37例：Il est sept heures.（7時です。） 

形式主語となる il 

「～するのは…」と表す場合、形式的に主語を il として表します。意味上の主語は、不定詞以下になります。 

 Il ＋ est ＋ 形容詞 ＋ de ＋ 不定詞 ～ 

※estは êtreの現在形活用形です。時制に合わせて活用します。 

※形容詞は ilを受けて男性単数形です。 

★38例：Il est difficile d'apprendre le français.（フランス語を学ぶのは難しい。） 

★39例：Il y a dix ans, il était impossible d'y aller（10年前、そこには行くことが出来なかった。） 

★40例：C’est dangereux de monter cette montagne seule.（その山に一人で登るのは危険だよ。） 

    ↑会話文では、ceが使われることもあります。 

Il vaut mieux構文 

Il vaut mieux ＋ 不定詞 ～ 「～したほうがよい」 

※vautは valoirの現在形活用形です。時制に合わせて活用します。 

★41例：Il vaut mieux lire beaucoup de livres.（本をたくさん読んだほうがいい。） 

★42例：Il vaut mieux se coucher tôt.（早く寝た方がいいよ。） 

★43例：Il vaut mieux le confirmer.（（それを）確認した方がいい。） 

Il faut構文 

Il ＋ faut ＋ A （＋à B） 「(Bに)Aが必要である」 

Il ＋ faut ＋ 不定詞 ～ 「～しなければならない」 

Il ne faut pas ＋ 不定詞 ～ 「～してはならない」 

※fautは falloirの現在形活用形です。時制に合わせて活用します。 
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★44例：Il lui faut du repos.（彼女には休みが必要です。） 

★45例：Il faut aller chez mon oncle.（叔父の家に行かなきゃいけない。） 

★46例：Il ne faut pas venir ici.（ここに来てはいけない。） 

★47例：Est-ce qu’il faut tout manger?（全部食べないといけないの？） 

非人称構文でも使われる動詞 

arriver（～が起こる）、manquer（欠ける）、rester（～が残っている）などは、人称主語も非人称主語も持つこと

ができます。非人称主語かどうかは、文脈上で判断します。 

★48例：Il arrive qu’il neige au printemps.（春でも雪が降ることがある） 

★49例：Il manque du sel dans cette soupe.（このスープには塩が足りない。） 

★50例：Il reste une pomme dans la corbeille.（その籠の中にリンゴが残っている。） 

 

Partie3 ～ Leçon de vocabulaire（単語学習） ～ 

時刻の表現を覚えましょう！ 

 

★51【時間と分】※Révisions de la partie 4 de l’élémentaire 13 (初級 13、時刻の復習) 

12 時～順番に時間を読んで講師と発音練習しましょう。その後、分を 5 分から順番に読み講師と発音練習しま

しょう。 

 

        douze heures 

                                          midi（昼の 12時） 

                     minuit（夜の 12時） 

 

moins cinq   onze heures                               une heure     cinq(5分) 

(5分前) 

moins dix   dix heures                                      deux heures   dix(10分) 

 (10分前) 

moins le quart  neuf heures                                      trois heures  et quart (15分) 

(15分前) 

  moins vingt    huit heures                                       quatre heures    vingt(20分) 

(20分前) 

   moins vingt-cinq   sept heures                        cinq heures    vingt-cinq(25分) 

   (25分前)                           six heures 

                               et demi(e) (30分) 

 

 

★52【午前の】du matin    

★53【午後の】de l’après-midi   

★54【夜の】du soir 

 

Il est ~ heure(s)…. で「今～時…分です。」を表します。 
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A：「○時ちょうど」という場合には≪Il est ~ heure(s).≫です。 

★55例：Il est cinq heures.（5時ちょうどです。） 

★56例：Il est dix heures du soir.（夜の 10時です。） 

★57例：Il est midi.（正午です。） 

★58例：Il est minuit.（夜中の 12時です。） 

B：「○時○分」という場合には≪Il est ~ heure(s) 数字 ≫が基本です。 

但し、15分、30分、○分前については数字ではなく上の図にあるような表現をします。 

★59例：Il est une heure cinq.（1時 5分です。） 

★60例：Il est deux heures et quart.（2時 15分です。） 

★61例：Il est quatre heures et demie.（4時 30分です。） 

★62例：Il est six heures moins vingt.（6時 20分前です。＝5時 40分です。） 

★63例：Il est sept heures moins (le) quart.（7時 15分前です。＝6時 45分です。） 

★64例：Il est dix heures cinquante-sept du matin.（午前 10時 57分です。） 

C：24時間制を用いる場合は、原則≪Il est ~ heure(s) 数字 ≫が使われます。 

★65例：Il est vingt et une heures trente.（21時 30分です。） 

★66例：Il est dix-neuf heures cinquante.（19時 50分です。） 

D：時刻を尋ねる表現 

★67例：Quelle heure est-il?（何時ですか？） 

★68例：Vous avez l’heure?（時計を持っていますか？＝何時ですか？） 

 

 

★69 【練習問題～Exercices～】 

講師がチャットに時刻を記入しますので、≪Il est～≫とフランス語で答えてみましょう。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：（講師）（チャットに記入）15 h30 → （生徒）Il est trois heures et demie de l’après-midi. 
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Partie4 ～ Exercices（練習問題） ～ 

A ：以下の日本語を、フランス語にして読みましょう。講師が écrivez と言った場合は、チャットにスペルを記入し

ましょう。 

 

★70 次の土曜日、晴れるかな？ 

★71 私たちが駅に着くときには、電車は出てしまうかもしれない。走ったほうがいいわ。※走る courir 

★72 雨が降りそう。傘を持って行った方がよさそうね。  

※傘を持っていく＝傘とともに出かける ※傘 un parapluie. 

★73 （Mr.A）パリの天気はどうですか？ 

（Mr.B）昨日は寒かったのですが、今日は暖かいです。 

★74 毎週日曜日にサッカーをしているんだ。スポーツをするのは健康にいいからね。 

★75 ビザは申請しましたか？ロシアに入るにはビザが必要です。 

※ビザ un visa  ※申請する demander   ※～に入る entrer en 

★76 （Mr.A）傘を忘れちゃった。 

（Mr.B）家を出るとき、雨は降っていなかったの？ 

（Mr.A）ううん、でも今朝はここまでお父さんに車で送ってきてもらったの。 

※車で送る emmener avec sa voiture 

★77 幸い、傘を忘れなくてよかった。今日は雨が降るらしい。 

（＝運よく、私は傘を忘れなかった。確かに今日は、今にも雨が降りそうだ。）  

※幸運にも（運よく） heureusement ※きっと、確かに sûrement 

 

 

 

★78 B：講師がこれからフランス語で質問します。フランス語で答えてみましょう。 

※難しい場合は écrivez と言い、チャットに記入された文を見ながら考えてみましょう。 

 

 

★79 C：講師がこれから言う単語や文章を聞き取り、チャットに書いてください。講師が正解とつづりをチェックし

ます。 

 

 


